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花ちゃん 「あ！これは、ツリフネソウですね。てくてくの NO１４３号
ごう

にありました。

モンタ博士の奥様
おくさま

がかいた絵
え

ものっていたでしょ。オー君覚
おぼ

えている。」 

オー君  「もちろんさ。よーく覚
おぼ

えているよ。おいら、あのツリフネソウの絵
え

がとても 

      お気
き

に入
い

りだったから、色
いろ

エンピツでぬり絵
え

したもんね。」 

モンタ博士「それは、うれしいね。これからもいっしょうけんめいにぬり絵
え

を楽
たの

しんでご

らん。ところで、ツリフネソウはどんな色
いろ

だったかな。」 

花ちゃん 「ちょっと赤
あか

みがかったむらさき色
いろ

でした。」 

オー君  「そうか、むらさき色
いろ

の花
はな

と虫
むし

との関係
かんけい

ですね。」 

モンタ博士「むらさき色
いろ

の花
はな

には、よくミツバチなどのハナバチが来
く

るんだよ。」 

オー君  「ミツバチなどは、女王
じょおう

バチを中心
ちゅうしん

にした家族
か ぞ く

をつくるんだよね。社会性
しゃかいせい

昆虫
こんちゅう

ともいわれて、とても頭
あたま

がいいんでしょ。」 



モンタ博士「そうなんだ。昆虫
こんちゅう

の仲間
な か ま

としては、とても進化
し ん か

したものなんだよ。」 

花ちゃん 「とてもかしこくて、マナーもよくて、アブのようにあっちこっちふらふらと 

しないんですね。」 

モンタ博士「同
おな

じ花
はな

を見分
み わ

けるくらい頭
あたま

がいいし、飛
と

ぶ力
ちから

もとても強
つよ

いんだ。」 

オー君  「たくさん飛
と

べるということは、遠
とお

いところの花
はな

にも飛
と

べるということですね。」 

モンタ博士「自分
じ ぶ ん

だけでなく、家族
か ぞ く

の分
ぶん

まで蜜
みつ

や花粉
か ふ ん

を集
あつ

める働
はたら

き者
もの

だということだよ。」 

花ちゃん 「それはそれはすばらしいですね。花
はな

にとっても助
たす

かりますね。」 

モンタ博士「それだけではないんだ。むらさき色
いろ

の花
はな

をよく見
み

てごらん。何
なに

か気
き

がつかな

いかな。とくに花
はな

の形
かたち

やつくりにちゅうもくしてごらん。」 

花ちゃん 「うーん。そうですね。花
はな

の形
かたち

・・・あ！そうだ。むらさき色
いろ

の花
はな

って、けっ

こう複雑
ふくざつ

な形
かたち

のものが多
おお

いですね。」 

モンタ博士「この複雑
ふくざつ

な形
かたち

というのが、昆虫
こんちゅう

たちにとっては、テストみたいなもので、   

頭
あたま

のかしこさをためされているのさ。アブやハナムグリなどは、ぶら下がっ

たり、細
ほそ

い場所
ば し ょ

に頭
あたま

をもぐりこませたりすることもできないのさ。」 

オー君  「ハナバチたちってすごい能力
のうりょく

をもっているんですね。」 

モンタ博士「ほらほら、見
み

てごらん。花
はな

にもぐりこんでいるハナバチたちがいるよ。」 

 

 

 

 

 

 

ハナバチの能力の高さについて 

 ハナバチ類は、優れた視覚能力をもち、蜜標という蜜のありかを示すマークを目当てに飛び回る。そ 

して、強い力をもち、筒形の花や潜らなければならない形の花を押し開いては、蜜や花粉を自分のもの 

としているのである。なお、花粉は幼虫のたんぱく質として大切な餌なので、効率よく集められるよう 

に、ハナバチの体には毛がたくさん生えており、また、アクロバットのように花に逆さにぶら下がる必 

要があるので、それを支える太くて力強い足ももっている。 


